
1. 文脈効果研究の意義

文脈効果は，錯視現象と並んで，人間の知覚

の特徴をなすものとして，視知覚研究において

大きなテーマであり，古くから多くの研究者が

挑んできた領域である．また，文脈効果の諸現

象は，人間の視覚のメカニズムを明らかにする

重要な手がかりを与えるだけではなく，人間の

行動の理解にとって重要な基礎的知見を与える．

経済において，人間の判断や選択といった行動

の「非合理」な特異性を重視する行動経済学分

野での Kahneman（ノーベル経済学賞受賞者）

ら1)，Ariely2)，やMotterlini3)の研究はその好例

である．彼らは，日常的な人間の判断の「不合

理性」をクローズアップするために，以下に示

すような質問に対する判断を求めるという実験

を積み重ねている．

次のような質問に判断（選択）を求められた

とき，読者はどの選択肢を選ぶだろうか．

問題 1 いずれかを選択してください．

① 50ドルの料金でウェッブ版雑誌だけを購

読する．

② 125ドルの料金で印刷版雑誌を購読する．

③ 125ドルの料金でウェッブ版と印刷版の雑

誌双方を購読する．

問題 2 いずれかを選択してください．

① 50ドルの料金でウェッブ版雑誌だけを購

読する．

② 125ドルの料金でウェッブ版と印刷版の雑

誌双方を購読する．

問題 3 携帯電話を購入しに行った．値段は

9000円であった．購入しようとしたとき，友

人が，「歩いて 10分のところの店では 8000

円で販売している」ことを教えてくれた．こ

のようなときあなたはどのようにしますか．

問題 4 デジタルテレビを購入しに行った．値

段は 19万 9000円であった．購入しようとし

たとき，友人が，「歩いて 10分のところの店

では 19万 8000円で販売している」ことを教

えてくれた．このようなときあなたはどのよ

うにしますか．

問題 5 いずれかを選択してください．

① 10万円貰える．

② 50%の確率で「20万円貰える」か「何も

貰えない」．

問題 6 いずれかを選択してください．

① 10万円を損する．

② 50%の確率で「20万円を損する」か「何

も損しない」．

これらの質問に対して，つぎのような選択の

傾向があると述べられている．問題 1では，①

か③のいずれか，問題 2では，①か②のいずれ

かが選択される．ここで興味深い点は，問題 2

では，①を選択する人が問題 1の場合にくらべ

てより多かった点である．問題 3と問題 4では，

10分歩いて 1000円安い品物を求めることを選

択する人も，そのまま高い品物を購買すること

を選択する人もあるが，興味深い点は，問題 4

の場合は，10分歩いて 1000円安い品物を購買
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することを選択する人が，問題 3に比べて，少

なかった点である．問題 5と問題 6では，いず

れの選択肢も確率的期待値は同じであるが，問

題 5では①を選択する人が，問題 6では②を選

択する人が多いと報告されている．

このような傾向がおこる理由については，

Kahnemanら，Arielyや Motterliniの研究や著

書に述べられている．そこでは，文脈が人間の

判断や選択行動に大きく影響し，その行動の特

徴については，知覚研究や認知研究で得られて

いる知見がその理解を深めるのに大きなヒント

を与えている．日常的に行われる人間の即断的

な判断・選択は，いわゆる「合理性」に欠ける

が，それは，知覚における対比効果を含む文脈

効果の現象と共通の特徴をもち，知覚における

心理物理法則に対応する「量的評価」に基づい

ていると考えると，納得のいくものとなること

が示されている．

図 1に示したのは，このような人間の即断的

判断のメカニズムを説明するために Kahneman

らが提唱した人間の知覚 –認知モデル 4)である．

彼らは，判断過程においては，2つの認知シス

テムが関与すると考え，それぞれを認知システ

ム 1（直感 Intuition）と認知システム 2（推論

Reasoning）と名づけた．認知システム 1は知覚

過程と類似あるいは共通のプロセスをもつもの

で，刺激の持つ統計的規則性，文脈情報，そし

て，過去経験情報をフルに活用して，迅速で負

荷の少ない形で，曖昧性・不安定性・不確実性

のない安定した世界を認識するシステムである

とした．これらに対して，認知システム 2（rea-

soning）は，時間をかけてルールに則った情報

処理を行い，曖昧性・不安定性・不確実性をも

含む合理的な情報処理を行うシステムである．

日常の状況での即断的判断は，いわゆる「合理

的で」「ルールに則った」認知システム 2では

なく，知覚過程と共通の特性をもった認知シス

テム 1の処理によって行われる．知覚システム

は知覚体験を引き起こすが，認知システム 1は，

選択肢に対する「印象」「直感的印象」を形成

し，これが人々の判断の基となる．Kahneman

らはこのような認知システムのモデルに基づき，

認知システム 1の特性を Prospect Theoryとし

て理論化した．認知システム 1は，その処理過

程が知覚と同様のものであるので，それによる

情報処理の結果は，様々な知覚現象と同様の特

徴をもつ．従って，Prospect Theoryにおいて

は，対比現象にみられる知覚の準拠枠依存性，

単眼奥行き手がかりの統合による大きさ効果で

見られる属性置換，そして，ウェーバー・フェ

ヒナーとスティーブンスの法則が重要な役割を

果している．彼らの理論は，人間の経済行動の

不合理性の根拠を明らかにし，その後の行動経

済学，そして最近の神経経済学（Neuroeco-

nomics）の礎となった．

以上のように，文脈効果がどのような神経機

構によって起こるかに関する理解は，人間の行

動の特性を理解するために，極めて重要である

と考えられる．筆者らは，視覚研究を通して，

知覚だけでなく行動全般の文脈効果の神経機構

を明らかにしたいと思っている．筆者らが，こ

れまで行ってきた文脈効果に関する研究は，以

下のとおりである．

（1）空間周波数の対比効果 5)

（2）色対比効果

（3）メタコントラスト現象

（4）円弧の知覚的統合 6)

（5）アモーダル知覚
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図 1 Kahneman4) の 2つの認知システムの処理過程

（プロセス）と内容．



（6）トンネル効果

（7）高次視覚的文脈（光景の文脈）

ここでは，トンネル効果と高次視覚的文脈に

関する研究結果を報告する．

2. 視覚的文脈効果のモデル

文脈効果がどのような神経機構によっておこ

るのかということの理解は，人間の脳による情

報処理の特徴を把握するのに不可欠である．視

知覚における文脈効果は，大きく 2つに分けて

考えることができる．まず，刺激特徴のもつ視

覚的文脈は，明るさ，方向，色などの刺激特徴

の時・空間配置により刺激諸特徴が統合される

知覚過程にみられる効果で，その処理は，視覚

領野における腹側系，背側系で担われていると

考えられている．視覚領野における文脈効果の

処理の基本は，中心 –周辺受容野における，周

辺信号による中心信号の変調メカニズムと考え

られる．図 2に示したのは Lee7) による視覚領

野における文脈情報処理のモデルである．変調

信号は，高次過程からのフィードバックによる

ものと考えられている．もう一つの文脈効果は，

意味的文脈で，先行経験による知識，記憶など

が知覚に影響する現象である．意味的文脈は前

頭葉領野で担われていると考えられる．前頭葉

領野における意味的文脈の処理については，図

3に示すように，前-後軸に沿って，特異的な処

理がされているというモデルが Koechlinら 8)に

よって提唱されている．

以下で報告する，トンネル効果の研究は，図

2のモデルで示される刺激特徴のもつ視覚的文

脈の処理過程に関わるものであり，光景の文脈

の研究は，図 3のモデルで示される意味的文脈

の処理過程に関わるものである．

3. トンネル効果 9)

緩やかに動くある物体が遮蔽物（トンネル）

に隠れ，再び現われるとき，我々は単一の持続

する物体の連続的な動きを知覚する．この知覚

現象をトンネル効果と呼ぶ．トンネル効果は，

非常に単純な刺激が知覚的恒常性という高次の

知覚体験を引き起こす現象である．本研究では，

トンネル効果が人の視覚システムのモジュラー

プロセスをどの程度反映しているかを，脳イ

メージングによって検討した．最近の TMS（経

頭蓋的磁気刺激）研究では運動知覚における V1

の活動の役割が明らかとなっている．V1の神経

細胞が刺激文脈によって動的に変調されている

ことについては多くの研究が明らかにしている．

このような V1神経細胞の動的な特性は，V1が
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図 2 Lee7)のモデル．

刺激提示後の時間経過の中で様々な皮質領域が異なる視覚情報処理に関わること，初期視覚領野が様々な

レベルの視覚的推論に関与していることを示すモデル．異なる段階の処理が複数の領野で同時に起こり，

それらはフィードバック・フィードフォーワードによって強く結びついている．Lee7)に基づいて作成．



視環境の複雑な特徴を分析し高次の認知的影響

を媒介する過程に含まれることを示唆している．

トンネル効果の知覚経験をしている時に V1に

脳活動がみられるかどうかを調べるために，図

4に示すように，V1のレチノトピーに対応した

刺激布置を用いて実験を行った．遮蔽物でのア

モーダルな物体知覚がおこる V1のレチノトピッ

クな領野での特定位置を同定する，fMRIローカ

ライザー手法を用いた．トンネル効果の知覚を

引き起こす運動刺激提示エポックと，トンネル

効果を引き起こさないフリッカー刺激エポック

のブロックデザインによって，トンネル効果の

知覚に対応した脳活動領域を同定した．また，

トンネル効果の知覚でみられる脳活動が，刺激

のコントラストに依存するかどうかを検討する

ために，トンネル効果によって賦活された脳領

域（ROI）についてコントラスト反応関数も測

定した．

結果は，V1の脳活動が，トンネル効果の知覚

において遮蔽された物体のアモーダル知覚に対

応して起こることを明らかにした．さらに，図

5に示すように，物体刺激のコントラストを増

加させると，V1非遮蔽領域（物体刺激によっ

て直接刺激される）の脳活動がコントラストの

対数に対して線形的に増加するが，それに対応

して V1遮蔽領域（遮蔽された物体のアモーダ

ルな知覚に対応）でも線形的な脳活動の増加が

みられた．遮蔽された物体のアモーダル知覚に

対応する V1の脳活動がコントラスト依存性を

示すことは，V1の神経活動がトンネル効果の運

動物体コントラストに強く結びついていること

を意味している．従って，V1は，トンネル効果

における遮蔽された物体の表象に寄与している

ということができる．また，トンネル効果の知

覚によって，MTおよび背側系の領野（KO，

IPS）が賦活されたが，このことは，人の視覚

系での運動情報処理過程と形情報処理過程の分

岐を示している．

V1の神経細胞においては，受容野外に提示

される刺激が変調効果を及ぼすことが大きな特
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図 3 Koechlinらのモデル．

前頭葉が担う実行機能についての情報理論的なモデル．

認知的統制は，3つのレベルの統制過程（文脈，エピソード記憶，分岐）に従って作動し，これらに関わ

る前頭葉領野は，前–後ろ軸にそって位置する．Koechlinら 8)に基づいて作成．



徴となっている．V1における視野表象は，受容

野が小さく，レチノトピックな座標の故に，空

間的に精緻な表象となっている．また，V1にお

いて時 –空間次元での中心 –周辺変調は，連続

的な運動軌跡の外挿・内挿において重要な役割

を果していることが示されている．我々の実験

結果の導く仮説は，文脈変調として現われる遅

延フィードバックは，V1が外界の物体表象など

といった視覚場面の知覚的解釈に関わることを

可能にするというものである．V1は遮蔽された

物体の空間的な位置同定のための高解像度マッ

プを提供することができる．この意味で，V1

は，MT，KOや頭頂領野に亘る運動情報を統合

するマスターマップとして機能するということ

ができる．

4. 高次視覚的文脈（シーンの文脈）

Koechlinらによれば，高等動物は，刺激の局

所的な情報だけでなく内的な計画や意図にもと

づいて行動し，この行動は，前頭前野の機能に

よって担われている．これは，前頭葉の側頭皮

質にそって前頭葉前部（前頭極）から後部（前

運動野）にいたる領域の脳活動によって行われ

ているとされる．図 3に示したように，内的な

計画や意図は，3段階の制御過程の処理によっ

て，行動に反映される．第一段階は，前頭極に

内在すると考えられる機能で，新たなコンテク

ストと刺激が与えられる以前のエピソードに

よって規定されるものである．第二段階は，前

頭葉の前部の機能で，第一段階の影響をうけな

がら，近過去の出来事でエピソードが変更され

る過程である．第三段階は，前頭葉の後部の機

能で，第二段階の影響をうけながら，新たな刺

激文脈に対応して，文脈が変更される過程であ

る．第四段階は，運動前野の機能で，第三段階

の影響をうけながら，新たな刺激によって感覚

が規定されるものである．

筆者らは，脳イメージング（fMRI）を用いて，

意味的文脈の処理過程について検討した．実験

では，色の物体（野菜や果物），物体同士の動

的遮蔽場面，線遠近法の手がかりを含む 3D奥

行き場面という 3種の意味カテゴリーの文脈条

件で，被験者が 1-back課題をしている時の脳活

動を測定した．その結果，前頭葉の側頭後部領

域に，3カテゴリーすべての文脈で賦活される

部位が左右半球の対称な位置に見られた．また，

前頭葉の側頭前部領域では，右半球にのみカテ

ゴリーに特異的に賦活する領域がみられた．

以上のことは，Koechlinらが提唱する前頭葉

側頭部では前 –後軸で情報処理が異なるという

仮説には対応するが，それぞれの領野がどの様

な意味的文脈の処理を行っているかについては

さらなる研究が必要であることを示している．

謝辞 本研究で紹介した脳イメージング測定

実験は，澤本伸克，福山秀直，番浩志（以上京
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図 4 トンネル効果についての fMR実験に用いた刺激

と実験パラダイム．

上：トンネル効果エポック（右）とコントロー

ル（左）のブロックデザイン．

中：コントラスト反応関数の測定のための刺激

布置および刺激条件．

下：アモーダル知覚の起こる遮蔽領域に対応す

るレチノトピック領域同定のための刺激条件．



都大学）との共同研究として行ったものである．

本研究は一部，科学研究費補助金基盤研究（C）
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図 5 fMRI測定から求められた脳領域（ROI）のコントラスト反応関数．

信号変動率（%）を格子パターン扇状刺激のコントラストの関数としてプロットしたもの．結果は，各領

域で 16名の被験者の平均と SEを示している．


